
【2019年度実績】
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1 該当なし

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

保育学における理論=実践問題としての保

育者の専門性―日本保育学会第72回大会

における自主シンポジウムの記録：問題

提起―

共同

大阪国際大学・大阪国際大

学短期大学部紀要　国際研

究論叢;33巻1号;pp.95-111

久保田健一郎、濱中啓二郎、吉田直哉、

田口賢太郎、増田翼、稲井智義
2019.10

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

保育が新しい教育哲学をつくる？！ 共同
教育哲学研究;119

号;pp.140-145

田口賢太郎・富田純喜・米津美香・河野

桃子
2019.5

教育学が＜幼児＞と出会うとき―矢野智

司、中田基昭、佐伯胖を読む（コロキウ

ム）

共同
教育思想史学会第29回大

会、東京

田口賢太郎、青柳宏幸、富田純喜、安部

高太朗
2019.9

（４）その他

保育学における理論=実践問題としての保

育者の専門性（自主シンポジウム）
共同

日本保育学会第72回大会、

東京

吉田直哉、田口賢太郎、稲井智義、増田

翼、久保田健一郎、濱中啓二郎
2019.5

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

多文化理解・国際理解への学び―多様性

の尊重を目指して　第６章　多文化社会

とダイバーシティ、第8章　ナショナルカ

リキュラムの国際比較、コラム　多文化

理解のメディア

共著 あり 大学図書出版；P.136

五十嵐淳子、井原淑雅、岡村泰

敬、木戸直美、小久保圭一郎、田

口賢太郎、田中卓也、中澤幸子、

船田鈴子、別府一誠、南野奈津子

2019.4

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
2013年香川短期大学子ども学科第Ⅰ部助教、2015年山梨学院短期大学保育科専任講師、2020年埼玉県立大学社会福祉

子ども学科助教

所属学会（役職）日本教育学会、教育哲学会、臨床教育人間学会、教育思想史学会、日仏教育学会、日本保育学会、保育者養成教育学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 子ども学（子ども環境学）、教育哲学、保育学

学位 修士（教育学）

学歴
2004年早稲田大学教育学部教育学科、2008年東京大学大学院教育学研究科修士課程、2010年東京大学大学院教育学研

究科博士課程

氏名 田口　賢太郎 部署 社会福祉子ども学科 職名 助教
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1 該当なし

８．特記事項

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

家庭教育支援事業イクメン応援出張講座 山梨県教育庁社会教育課 「イクメンから子育てチームプレーへ！！」 2019.9

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

令和元年度山梨県民間保育士等キャリア

アップ研修「幼児教育」講師
山梨県子育て支援局子育て政策課

民間保育士等を対象としたキャリアアップ研修の幼児教育

を担当

2019.10

2019.11

2019.11「保育記録等」鳴沢村鳴沢村保育所研修講師

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

該当なし 主指導 名 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

該当なし

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）


